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1. 参加したきっかけや目的 
• なぜこのプログラムに参加したか 
　祖父母の家が愛媛県の田舎にあり、昔から田舎が好きだった。将来は地方で自然を感じながら暮らしたいと考えている。また、小論文の勉強で過疎化などの問題と向き合う中で地域おこしに興味を持ち、実際に地方に行ってその現状を知りたいと思っていた。そのため、地方を訪れ、そこと関係を築くことができる岩手らばーずという団体に所属し、岩手を訪れることができた。 
様々なプログラムがあった中でも雫石町を選んだのは、雫石の地域×キャリアデザインプログラムは地方の「暮らし」を体感できる交流に重きを置いたプラグラムで、私の目的に合っていると感じたからだ。移住者交流会や軽トラ市など、地元の人々と交流する機会が沢山設けられていたのも決め手となった。その地域のことをよく知りながらも、地域を運営している方々と関われるプログラムに魅力を持った。 
 
• 参加前に期待していたこと 
　私は大学で都市科学部に所属しており、都市の勉強もしているが地方について学ぶ機会、ましてや現地のことを知る機会はなかなかない。このプログラムを機に、自身の勉強にも地方の視点を取り入れてより包括的な学びを得たいと考えた。 
このプログラムへの参加が決まる前に雫石町について調べていたのだが、SNSなどを見ていて観光や移住支援、イベントなどさまざまな事業を展開している活発な町だと感じ、雫石町から沢山のことを学べるのではないかと思った。 
 
 
2. プログラムの体験内容 
• 実際にどんな活動をしたか 
　職人の方に会ったり、会社にお邪魔してお話を聞いたり会議に参加してみるといった地方の「仕事」を体験する活動と、イベントに参加したり地域の方々と交流をするなど地域のことを知る、大きく分けて２種類の活動をした。 
〈盛岡セイコー工業株式会社〉 
　盛岡セイコー工業さんでは、こだわりぬいたスタジオや技術を見させていただいた後、現代の名工・齋藤勝雄さんとの座談会を行った。ものづくりの奥深さや仕事に対する姿勢について見直すきっかけとなる機会だった。 
〈小岩井農場〉 
　雫石の観光地としての役割も担っている小岩井農場では、広く美しい農場を散策し、農場で作られた牛乳を使ったピザなどの料理をいただいた。また、毎年小岩井農場で冬に行われる冬フェスタでの企画のアイデア出しも行った。課題点やターゲットを意識しつつも、「こんなのがあったらいいな」という素直な意見を出し合った。都心では味わえないような広々とした開放感のあるこの農場の魅力を知ることができたが、都心からの人や若者の集客といった課題点が見つかった。 
〈YU-YUファーム〉 
　YU-YUファームさんでは乗馬と馬のお世話を体験させていただいた。ほかにも様々なお話を聞くことができ、ホースセラピーを利用した子供たちのサポートや、堆肥の提供など自分たちの経済的利益がないようなことでも進んで行っていることが印象的だった。仕事の中にも温かさを感じることができた。 
〈白炭職人坂内さん〉 
　白炭職人の坂内さんの炭窯を訪問し、これまでの経験や、今の暮らしと仕事まで様々なお話を聞かせていただいた。また、実際に坂内さんの作った炭を使って七輪ご飯を体験した。ひと手間が生み出すおいしさや満足感を感じた。 
〈移住者交流会〉 
　移住者交流会のお手伝いをした。まず、自分が興味ある分野と結び付けて見た雫石について発表し、移住してきた方々と雫石の魅力を再確認する機会となった。移住者の方々と交流しながらピザやラベンダーの香り袋を一緒に作った。移住者どうしがつながるきっかけとなるこの交流会の役割を感じるとともに、移住の決め手など様々なお話が聞けた。 
〈軽トラ市〉 
　軽トラ市ではWA ROCKを出店した。WA ROCKとは石に自由に絵をかき、その石を交換所や街中に置くことで石が人の手から手へと巡るという秋田県で始まった遊びである。実際に軽トラ市を訪れた人々に、WA ROCKを楽しんでもらうこと、どこから来たかと年代を答えてもらうアンケートに協力してもらうことを目的に活動した。活動に際して目標値を設定し、呼び込みや参加してくれた人々との交流をした。思うようにいかない部分も多く、目標値を達成することはできなかったが楽しんで活動ができた。 
 
• 印象に残った出来事（人・場所・体験） 
　様々な人と交流する中で聞いた、雫石の好きなところの話が印象に残っている。まちサポの交流会で話した高校生の子は「雫石は星が良く見える。そこが好き」と言っていたし、役場の人はおいしいごはん屋さんが沢山あること、移住者交流会で会った家族は「登山が好きだから自然のそばで暮らせるのがよい」と言っていた。また、軽トラ市で会った小学生は「虹すき！」と言っていて、ここにも地元への愛着のようなものを感じた。自分の住んでいる地域の好きなところなどあまり意識して考えたことがなかったけれど、「ここが好き」と言えるような部分があることはとても素敵なことだと感じた。 
 
 
3. 気づきや学び 
• 活動を通して新しく気づいたこと 
小岩井農場で冬フェスタのアイデア出しをして、都心から離れた場所にある農場まで人を集めることの難しさが分かった。もちろん都心にはない地方の良さがあるし、それは都心に住む人にも伝わると思うけれどわざわざ岩手に足を運ぶ、という苦労と天秤にかけるとなかなか集客が難しいと感じた。他にも規模や予算など考えなければいけない要素が沢山あり、こんなにも企画が大変なのだと思った。 
 
• 自分の考え方の変化 
　ただ地方の良い部分をSNSなどうまく使ってPRすれば集客はすぐできるのではないかと考えていたけれど、実際に地方の側からすると難しく課題が浮かび上がってくることが分かった。ただ「地方の良さを伝える」だけではなく、「地方に来るハードルを下げる」ような工夫が重要なのではないか、と考えた。 
 
• 町や地域に対する印象の変化 
　地方はコミュニティーが強く外部からの人間はそこに入っていきづらいのではないかと思っていたけれど、それまで関わりがなかったとは思えないくらい町の人々は自然に温かく迎え入れてくださった。それに、地方だと時代の流れから多少なりとも遅れているイメージがあったが、柔軟に対応し様々な活動を行っていることが分かった。 
それに、町に商業施設が少ないから生活しづらいのではないかと思っていたけれど工夫すればそこもそれほど苦労にはならないし、地方だからこそ野菜が安かったり涼しかったりなどの暮らしやすさがあることもわかった。 
 
 
4. 感想と今後へのつながり 
• 一番心に残ったこと 
　白炭職人坂内さんにいただいた、「自分の興味を持つ気持ちに素直になって沢山のチャレンジをしてほしい」という言葉が心に残っている。チャレンジする中でも、リスクなどと天秤にかけて勇気が出ないことがあったが、たくさんチャレンジして様々なことを経験してきた坂内さんの言葉はとても説得力のあるものだったし、自分の身体の芯に刻まれるような感じがした。今後も事あるごとにこの時の気持ちを思い出していきたいと思う。 
 
• 今後の自分の進路や生活にどう活かせそうか 
　実際に地方での仕事や暮らしを体験してみて、地方に住みたいという気持ちがより強くなったし、地方に住むハードルも下がった。今回自分が興味のあった仕事以外も見学してその苦労や魅力が分かった。自分が将来就く職業のイメージがあまり湧いていなかったけれど視野が広くなった。今後どんな職に就いたとしても、仕事に対する姿勢で大切なことは共通だと思うので今回吸収した良い部分を忘れずに働いていきたい。 
 
• 雫石町への思いやまた訪れたい気持ち 
　この６日間で私は雫石のことがとても好きになった。雫石の綺麗な風景、温かい人々、地方のこだわりぬいた仕事などに触れて身体いっぱいに雫石の良さ感じた。このプログラムでなければ出会わなかったような人々、訪れなかったような地、学べなかったようなことに出会うことができてとてもうれしいし、良いご縁だと思う。私が何か還元できたかと言われるとあまり自信はないが、このプログラムが終わっても雫石との関わりは終わるわけではないから雫石の良さを人々に伝えたり、また訪れたりしようと思っている。様々な方の協力・ご厚意により充実した６日間を送ることができたこと、心から感謝している。 
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